
運⽤業務が⽬まぐるしく変化する環境において、
⼤きなIT投資による⼤規模開発は⾏うことは出来
ず、スモールスタートでの対応が求められた。�

業務⼯程の分断�課題 1�

株式会社 アペルザ�

株式会社アペルザは製造業に特化して�
情報・取引・コミュニケーションの�
オープン化、円滑化を⽀援するサービス
を提供するスタートアップ企業。�
�
約３万種類のカタログを検索・⼀括ダウ
ンロードできる「aperza catalog」、�
検索・購⼊が出来る「aperza e-コマー
ス」などを提供している。�
�
多様な顧客ニーズに合わせサービスプラ
ン改善やオプション提供を実施すること
によりバックオフィス業務の運⽤管理が
複雑化、既存の管理⽤パッケージシステ
ムではスピード感ある改善を繰り返すこ
とが困難となりkintoneへの移⾏を実施。�
�

ASTERIA Warp Core 導⼊事例�

「受注データの仕分け」では例えばこんな処理をしています。�

複雑な売上集計処理�

神奈川県横浜市中区⼭下町 23 番地 �
https://www.aperza.com/�

お客様から⼀⾔�
ASTERIA WARP Core のココがGood!�

課題 2� 課題 3� IT予算の制約�

●kintoneアプリ間をシームレスに連携�
kintoneアプリのデータ連携を⾃動化。業務データが�
⾃動連携され、業務効率と正確性が⾶躍的に向上�

�
●⼿作業のデータ仕訳処理によるミス防⽌�

複雑化していたデータ仕訳を⾃動化することにより�
⼊⼒作業ミスを防⽌�

�
●バックオフィス業務の負荷軽減�

売上に関わるデータの処理を⾃動化することで�
担当者の作業量負担、精神的負担を⼤幅に軽減�

�
●ASTERIA Warp Core採⽤で初期投資を不要に�

ASTERIA Warp Coreの採⽤により、必要充分な機能を
初期費⽤なく⽉3万円で利⽤し、連携⾃動化を実装�

�

導⼊効果�

個々の業務毎にkintoneアプリを作成、管理責任
者を配置することで改善スピードを確保。�
しかし関連するkintoneアプリのデータ連携を
kintoneの標準機能では⾃動化できず、業務が分
断化。�

ASTERIA Warpによるkintoneアプリ間連携の概要�

kintoneは便利ですが、kintone単体ではアプリ
間連携を⾃動化できないため、連携ソフトウェア
が必要でした。しかし数百万円のIT投資は厳しく、
ASTERIA Warp Coreがリリースされて⼤変助か
りました。⽉額３万円からのスタートが可能で⼩
さく始められる上、ダメならすぐにやめることも
できるので、まるでkintoneのオプション機能の
ような感覚で活⽤しています。�

低コストでkintoneアプリ間連携⾃動化を実現�

常に変更や追加がある商材の売上を管理するに
あたり仕訳データを作成する作業が複雑化。�
作業⼯数も増⼤し、ミスも発⽣。⼈⼿の限界に。�

プロダクト部�
シニアプロジェクトマネージャー�
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レコード形式変換�
データ分割�

売上明細の�
読み込み�
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